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Ｈ２５信州の木活用モデル地域支援①
木のぬくもりdeあったか発見事業

事業実施主体：海野町商店街振興組合
補助金： 2,185千円

背景・目的 事業概要

進捗状況・今後の予定

スケジュール

実施体制

代表理事：塚田昭彦
組合員数：６３名

上田市中央２丁目１０番１３号

海野町商店街振興組合
【協力】 上田市大工組合：組合員数４３名

海野町自治会：会員数２２０名
海野町小学校ＰＴＡ

11月15日現在の状況
○ 既に事業完了済み

事業の効果

・木のぬくもりある心地よい空間の提供
・次世代を担う子供たちへの学びの場の提供
・商店街の新たな魅力の発信

・木製ベンチの製作・設置（６台）
・パーキングの木塀設置（７０ｍ2）
・親子木工体験の実施

商店街の訪問客を通じた県産材利用のＰＲ

製作・設置されたベンチ 公園と駐車場の間に設置された木塀 秋の産直まつりでの木工イベント

チラシ、フリーペーパー、インターネット等を通じた事業実施ＰＲ
木工
イベント

木製ベンチの製作・設置
木塀の設置

参考資料



８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

Ｈ２５信州の木活用モデル地域支援②
アカマツ松くい虫被害材による景観木工品設置事業

事業実施主体：ＮＰＯ法人フォレスト工房もくり
補助金： 2,500千円

背景・目的 事業概要

進捗状況・今後の予定

スケジュール

実施体制

理事長：余頃友康
会員数：２９名

上田市真田町傍陽９０２２番地２

ＮＰＯ法人フォレスト工房もくり
【協力】 上田市、東御市、道の駅「雷電くるみの里」、

柳町まちづくり協議会、長野大学、信州大学繊維学部
フォレストライフ協同組合（建具業組合）、上田第三木材

11月15日現在の状況
○ 関係者による被害樹木の現地視察（９月～１０月）
○ 被害木の伐採・運搬（１０月）
今後の予定
○ 製材・乾燥（～１２月、上田第三木材）
○ 上田城址公園のベンチ設置（１月～２月）
○ 柳町の木製格子フェンス・看板設置（１月）
○ 東御市道の駅「雷電くるみの里」のベンチ・看板設置（１月～２月）

事業の効果

・松くい虫被害材の有効活用
・落ち着いた街の景観形成への寄与
・行政、団体、事業者、大学、市民による連携モデルの構築

・上田市有林、東御市有林からの被害材の搬出
・木製ベンチの製作・設置（上田城址、東御道の駅 計２０台）
・木製格子フェンスの設置（上田市柳町延長５０ｍ、 ２４枚）
・木製看板製作（５枚）

被害材活用と良好な景観形成という川上・川下両者の要望を具現化

【イメージ】格子フェンス及びベンチ

ベンチ、フェンス等施工
被害木
伐出

関係者による
山林現場視察 製材・乾燥 事業ＰＲ

http://www.mokuri.or.jp/project/images/gallery_img/gallery_photo01.jpg


８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

Ｈ２５信州の木活用モデル地域支援③
Wooden Sustainable City Suwa プロジェクト

事業実施主体：ＮＰＯ法人諏訪圏ものづくり推進機構
補助金： 2,500千円

背景・目的 事業概要

進捗状況・今後の予定

スケジュール

実施体制

理事長：草間三郎
諏訪市小和田南１４番１７号

ＮＰＯ法人諏訪圏ものづくり推進機構

【協力】 諏訪市、岡谷市、茅野市、下諏訪町、富士見町、原村、
諏訪木材協同組合、諏訪森林組合

11月15日現在の状況
○ サイクルステーション建設及びベンチ等設置（１０月～２月）
○ 木製自転車のＰＲ（随時、１１月諏訪圏工業メッセ）
今後の予定
○ キックバイクの組み立てワークショップ（１月）

事業の効果

・地域の木材資源の有効活用による新たな産業の創出
・ＳＵＷＡブランドの創出
・「ものづくり」「たびづくり」「まちづくり」を通じて、産業振興、
観光振興、地域材利用に寄与

・コンテナサイクルステーション（木質のサイクリスト休憩施設）の
設置（１棟）
・サイクルシード／クロスベンチの設置（２基）
・キックバイクの組み立てワークショップの開催
・木製自転車のＰＲ

観光客年間40万人に対する地域材利用のプロモーション効果

【イメージ】サイクルステーション

キックバイク

木製フレーム自転車

ベンチ、フェンス等施工サイクルステーション建設、ベンチ等設置 事業ＰＲ



８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

Ｈ２５信州の木活用モデル地域支援④
生坂村「薪でＨＯＴに！」地域活性化事業

事業実施主体：生坂村
補助金： 2,500千円

背景・目的 事業概要

進捗状況・今後の予定

スケジュール

実施体制

村長：藤澤泰彦
東筑摩郡生坂村５４９３番地２

生坂村

【協力】 シルバー人材センター
生坂村商工会（地域マネーの利用）

11月15日現在の状況
○ 事業着手（９月）
○ 現在薪ステーション整備中
今後の予定
○ 薪ステーション完成（２月）
○ 薪製造開始（２月～）

事業の効果

・村内の未利用木材の有効利用
・薪の安定供給
・木材の流通及び村内農林商工業の経済活動の活性化

・薪ステーションの開設（ストックヤード及び管理棟の整備）
・薪割機の導入（１台）
・チェーンソーの購入（２台）

自然エネルギーの地域内利用促進と地域マネーによる村内経済循環

【イメージ】薪材の集荷と薪の製造

森林税による
森林整備

個人・共同による
薪材搬出作業

薪ステーション
（労務：シルバー人材）

地域マネー
で買取

薪ユーザー

村内商工業者
地域マネー
の利用

現金で販売

村商工会

地域マネーと
現金の交換

売上金を地域
マネーに交換

事業
着手

薪ステーションの整備
薪の製造
事業ＰＲ



８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

Ｈ２５信州の木活用モデル地域支援⑤
いいやま 木とふれあい推進事業

事業実施主体：長野県木材青壮年団体連合会
北信木青連

補助金： 2,500千円

背景・目的 事業概要

進捗状況・今後の予定

スケジュール

実施体制

代表者：澁澤一吉
会員数：１１名

中野市中央２丁目１ー３５水橋ビル３Ｆ

北信木青連
【協力】 飯山市、飯山駅周辺自治会

飯山市内みどりの尐年団
いいやま花フェスタ実行委員会

11月15日現在の状況
○ 出張木育事業の実施（９月）
○ モニュメントの製作（９月～１０月）
○ 花フェスタでの木工教室（１０月）
○ プランター設置による街並み木質化（９月～１１月）
○ 地域材活用ＰＲ（９月～）

事業の効果

・H27年春の北陸新幹線開通に向け、飯山駅周辺の木質化を
推進
・木のある街並みづくりにより寺の町飯山をＰＲ
・地域住民や子供たちとの協働イベントで木材利用をＰＲ

・住民との協働により木製モニュメントを製作（１台）
・木製プランター製作（２０基）
・木工教室及び出張木育事業の実施

木質化による快適な景観形成と協働作業を通じた木材利用のＰＲ

街並み木質化（プランター）

花フェスタ木工教室

モニュメント製作 完成したモニュメント

チラシ、フリーペーパー、テレビ番組、インターネット等を通じた事業実施ＰＲ
モニュメント、プランター製作

木工イベント
出張木育


